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研究内容 

本研究の内容は次のとおりである。携帯電話や IT 関連財などの情報関連財は、個々の消

費者が財を消費するときに得られる効用が、当該の財の属性のみならず、同種の財を利

用している他の消費者の数にも依存していることが多い。このようなネットワ-ク効果が

企業行動に及ぼす効果については経済学の分野で研究されてはいるが、そこでは主に生

産者が消費者に財を直接販売する状況が想定されている。実際には、アップルやサムソ

ンが生産した携帯電話機は、NTT ドコモやソフトバンクなどの「携帯電話会社」を介し

て、差別化されたサ-ビスを付与した上で消費者に販売されている。本研究では、生産者

と流通業者から構成される流通チャネルを想定した上で、 経済学の分野で明らかとなっ

たネットワ-ク財市場のメカニズムが垂直的な取引の状況でも同様に成立するのか、ある

いはどのように変更されるのかを明らかにする。 

研究成果 

研究成果は海外査読付きのジャーナルに 7 本掲載されている。特に、下記の（１）、（２）、

（３）、（４）、（６）は国際的にも著名な Web of Science Journal List に含まれている学

術雑誌である。 
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